




１ はじめに

技術・家庭科の目標

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ、

生活や技術に関する実践的・体験的な活動を通して、よりよい生

活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造す

る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに、それ

らに係る技能を身に付けるようにする。

（2）生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決

策を構想し、実践を評価・改善し、表現するなど、課題を解

決する力を養う。

（3）よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生
活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 技術・家庭編より



「技術の見方・考え方」

２ 実践のねらい



「技術の見方・考え方」

２ 実践のねらい



２ 実践のねらい



SDGｓとは



令和２年度の授業実践

研究テーマ

よりよい生活の実現と持続可能な社会の構築に向け、
自ら工夫し創造する生徒の育成

ー歯車教材を使った問題解決学習を通してー

対象生徒

名古屋市立新郊中学校 第２学年

内容

エネルギー変換の技術

題材名

目的に合ったエレベータを試作しよう



学習活動（４時間完了）

① エレベータモデルを試作してみよう【模作】

② 課題を設定し、解決方法を考えよう【改作】

③ 解決方法を見直そう【創作】

④ よりよいエレベータを考えよう

３ 研究の内容



使用した教材

•TECH未来（特定非営利活動法人 東京学芸大こども未来研究所）



「技術の見方・考え方」

【費用】
製作にかかるコスト

よりよい解決方法を考えるために

【エネルギー】
環境への影響

【速さ】
目的に達成する速さ



「技術の見方・考え方」

【費用】
製作にかかるコスト

第２時（改作）場の設定

【エネルギー】
環境への影響

【速さ】
目的に達成する速さ



「技術の見方・考え方」
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第２時（改作）場の設定



第３時（創作）後の生徒Ａの最適解

３側面から考えた視点で課題解決を行うことができた

社会的
側面

環境的
側面

経済的
側面



第４時 SDGｓの活用

さらによりよい解決方法を考えるために



第４時「問い直し」後の生徒Ａの新たな発想・解決策

これまでになかった視点

これまでにあった視点



成果

〇 「問い直し」から考えを広げ深めること

ができた。

〇 「問い直し」から解決方法が具体的な考

えを生み出すことができた。

〇 ３側面における社会的側面、環境的側面

を意識した考えが増加。

４ 研究のまとめ



● SDGｓの17の目標から視点が増えたこと

による戸惑い。

● 経済的側面を意識した考えが減り、３側

面を含めた考えが減ってしまう生徒。

４ 研究のまとめ

課題



① ３側面から、４側面へ

(安全の視点を安全の側面に)

② ユニット学習による繰り返し

（第２ユニット、電気自動車の試作）

③ 問い直しの場面

（毎授業と各ユニット終了時に行う）

５ 研究の現在




